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（明治29 ）年 6 月に三陸地方を大規模な地震























関連であり， No.1 ～5 の資料 5点が町村別や
















































































































































































注 2 ：宿泊地の情報は，「日誌j を翻刻した以下の文献か
ら得た。多面木貞夫編著『遠野の生んだ先覚者山奈
宗真』遠野市教育文化振興財団，1986, 137 ～146 






















































































































9 鮫田 （サメタ）陸前園気!iii 都末寄村に字鮫聞といふ地名あり明 鮫困 （サメタ）陸前園筑仙郡末崎村ニ’宇鮫回 卜云地名指；リl明治廿
治廿九年を去る凡七百年前大海噺の常時鮫魚出荷に逆浪のため 九年ヲ去ル凡七百年前大海噺ノ当時鮫魚田甫ニ逆浪の為メ押上ケ
押上けられたるより名稿せしといふ ラレタルヨリ名称セシト云























14 大舟ヶ崎 （オフネカサキ）陸前歯気仙郡鐘喜来村に字大舟 ヶ崎 大舟ヶ崎 （ヲフナカサキ）陸前回気仙君jl店主喜来村ニ字大舟ぅ崎卜
と云ふ所あり海岸より三蛤丁除奥の山上に在り往古海鳴の蛍時 云所アリ海岸ヨリ三十1余 奥 ／山上ニアリ往古之海晴／笛時錯ヲ
錯を引て大舟を山上に打上けられたる所なり 引テ大舟口山上二打上ケラレタル所ナリ
考ふるに明謄七年海噺なるか 考ルニ明感七年海晴ナラヤノ如シ































20 三枚戸（サンマイド）陸中国上閉伊郡大鑓田Iに在りむかし海噺 三枚戸（サンマヱド）陸中図上閉伊郡i大鎚町二在 リ苦海噺ニ戸三
にj＝τ三枚ifii 亡ありしより名総せしと云ふ 枚流亡アリシヨリ名称セシト云
考ふるに内1)全断 考ルニ青(j全断
2 1 臼薄 （ウスサハ）陸中図上閉伊郡大槌町字臼津往古海暗に臼激 臼津（ウシサワ）陸中図上閉伊郡大槌町字臼漂往古海繍ニ臼激浪
浪に打上 られあるより名檎せしと云ふ ニ打上ラレ夜ルヨリ名称セシ 卜云
考ニ海輔事実前全断
2 鯨山 （クジラヤマ）陵中図上閉伊郡大槌町の1tに現在する山往 鯨山 （クツラヤマ）陵中国上閉伊郡大槌町ノ北ニ現在スル山往古
古の大海嘱に鯨illの麓に激浪の為め打あけられたるより該山を ／大海噺ニ鯨山麓ニ激浪の為メ打上ケラレタルヨリ該山鯨山ト名







N o. 国会図書館本 遠野博物館本
































29 ホッキ君事 （ホッキサハ）陸中園下閉伊郡宮古町黒森山にホッキ ホッキ沢（ホッキサワ）陸中園下閉伊郡宮市町黒森山ニホッキ沢
津と云ふ地名在り之は往古海輔の嘗時激浪にホッキ打上けられ ト云地名アリ之レハ往肯海嘱ノ省時激浪ニホッキ打上ケラレタル
たるより名稿せしと云ふ ヨリ名称セシト云
考ふるに黒森山は海岸より数あり之れへホッキうち上るとii; 考ルニ黒森山ハ海岸ヨ ＇）数Y! 7 リ之レヘホッキ打上ルト云往古
ふ往古弘仁貞観の海晴ならんと思考せり慶長の海噺記事あり 弘仁貞観／海繍ナラント思考セリ慶長／海暗記事アリ見ルニ昨
見るに昨年海噴といふことあり此説に客同し 年海晴トロ全ス





















3 起因 （コヘタ）陸中園下閉伊郡田老村字乙部の内越田と云ふ地 越国 （コヱタ）陵中関下閉伊都国老村字乙部／内館田ト云地名ア
名あり苦海帽に激浪越へたるより名禍せしならむ リ昔海晴ニ逆浪鍾へタルヨリ名称セシナラン
考ふるに慶長十六年の海晴なり 考ルニ慶長十六年ノ潟晴ナリ



























39 蛸津（タコサハ）陵中園九戸郡中野村字小干内に蛸滞といふ地 タ ） 九 ニ ト 名
名あり住肯の海繍に麟打上られ在るより名裕せしならん リ往古海繍蛸打上ラレ在ル ヨリ名称セシナラン
考ふるに慶長十六年十月廿八日渇暗のよし 考ルニ慶長十六年十月廿八日海晴 ノ由
40 布ヵ薄 （メッカサハ）陸中園九戸郡中野村字小子内蛸津より水 布ヵ沢（メッカ沢） 陸中園九戸郡中野村字小子内鮪沢ヨリ水上ニ
上に布津とI，ふ在り昔海暗の省時昆布押あけあるより名硲せし 布沢ト云アリ昔海鴫／嘗時昆布押上ケアル ヨリ名称セシ ト云ト海
といふ泌岸より凡そ拾四丁量産の所なり 岸ヨリ凡拾四丁余／所ナ リ
考ふるに慶長年間の海暢なるか 考 ルニ慶長 卜云
注I）原本通りの表記で制衷，，した．したがって，新旧両方の字体が混じっていたり．平仮名と片仮名が混じっていたりするのも原文ママである．「ヰ側J
（同会関書館本） 6行Hの ri華々 J. r舟越J（国会図書館本） 4行討の 「打よ上けたるJ. 「ホッキ海J（圃会関書館本） 4行闘の 「数ありj1. それぞ
れ 「償々 J. 「打上けたるj f数盟ありjの誤記の可能性が高いが原文ママとした。口は判読不明文字を表わす．
注2）遁野博物館みは．朱色による校正前の文章を創刻した（ただし，見出しの地名は除く）。このため1 制刻文中に鼠記と息われる箇所が散見される。
注3）地名むの指弧内は地名の読みを表わす． 開会図書館本と遠野博物館本とでは読みが違うものがある。原典では， 「淡染jと国会図書館本の 「舟越タ

























































書が1897 （明治30 ）年第 2 回水産博覧会に出
品されたものであることが添えられている。




































































































I崎j，「畑j，「長根j，「倉J. r場j の2 件．






（「舟野J. r舟越タワJ，「舟越j など 9 件）
と， I越J という字を持つもの（「舟越タワJ'



























































































（西暦不明）. 749 ～75 （天平勝宝）年間，820
（弘仁1 ）年m ’869 （貞観1 ）年お＞，1 85 年8
- 38 -
月（文治元年 7 月）， 1498 （明応 7）年30) '
161 年12 月2日（慶長16 年10 月28 日）， 1628 年





長14 回，明応12 回，弘仁 6 回で，白鳳（「鯨
石J），天平勝宝（「鍬台J），文治（「鮫田J),










したい。たとえば，山奈は「集リ J（表 2 .





























延べ登 山奈の記述にみられる 地震名 概要
場回数 地震発生年月日
1 臼鳳 12 年 （西暦不明） 684 （天武 13）年の地震か 東海～東南海の巨大地震で三陸地方津波なし
1 749 ～75 （天平勝宝）年間 745 （天平 17 ）年の地震か 中部地方の地震で三陸地方津波なし
6 821 （弘仁 1 ）年 81 （弘仁 9）年の弘仁地震か 関東の地震で三陸地方津波なし
15 869 （貞観1) 年 貞観地震 三陸地方津波あり
1 185 年 8月（文治元 7月） 文治地震 畿内の地震で三陸地方津波なし
12 1498 （明応 7）年 明応地震か 東海～東南海の地震津波で三陵地方津波なし
14 
16 年 12月2 日
慶長三陸地震津波 三陸地方津波あり
（慶長 16 年 10 月28 臼）
1 
162 8年2月 1 日 179 3年 2月 1 日（寛政 5 年 1月7 日） 寛永は寛政の誤記か。寛政であれば三陵地方
（寛永 5 年 1月7 日） の寛政地袋か 津波あり
1 168 ～1683 （天和）年間 1683 （天和 3）年の日光の地震か 三陸地方津波なし
出典：延べ登場回数は『居手沿岸古地名考』をもとに作成した。地震名や槻要の確認には以下の文献を参照した。萩原尊穆監修 『地軍基の
事典 第2版』 三省堂， 198 ，国立天文台編『理科年表平成23 年』丸善，201 ，字佐美龍夫 ・石井 寿 ・今村隆正・武村雅















































































































きる。htp:/dl.ndl.go.jp/ （閲覧日 2017 年 3
月23 日）。
4）①菊池万雄「山奈宗真の明治三陸津波調査





6）前掲 4 ）②70-1 頁。








報告51. 198 , 60-379 頁。
1 ）三陸町史編集委員会編『三陸町史第 4 巻
津波編』三陸町， 1980
12 ）菊池万雄「明治29 年三陸地震津波J 『日本の










料的性格についてj 号外海洋15. 198 , 20 
-25 頁，前掲 4）②48-9 頁。
16 ）蝦名裕一・今井健太郎［史料や伝承に基づ
く16 年慶長奥州地震の津波痕跡調査」津














して－」災害情報14, 2016. 128-39 頁。
20 ）蝦名裕一 I慶長奥州地震津波の歴史学的分




学研究報告32, 2015. 231-9 頁。
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23 ）前掲 4）②56-0 頁。
24 ）前掲 4）②56-0 頁。


































3 ）前掲 4）②70-1 頁。
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